
GraphiteTIM ( 低熱抵抗 PGS)

特 ⻑

⽐ 較

■ シート製品で、グリス同等の低熱抵抗を実現可能
■ グリスと⽐較し熱抵抗の変化が⼩さく、⾼い⻑期信頼性
■ シート製品の為、取り扱いが容易 ( 枚数管理、リペア、加⼯ )

使⽤例

代表特性
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GraphiteTIM は、 TIM( サーマルインターフェース材料 )
のために 開発された⼈造⿊鉛シートです。 

パワーモジュール

GraphiteTIM

ヒートシンク
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＊1 : 測定装置︓TIM Tester（ANALYSIS TECH, ASTMD5470 compliant）
※導電性材料です。 絶縁が不要な部分に御使⽤ください。
※記載のデータは代表値であり、保証値ではありません。

条 件試験⽅法項 ⽬
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測定値

-

200 kPa

600 kPa

-

-

密着性 ( デバイスとヒートシンク )

熱抵抗 ( 温度の伝えにくさ )

絶縁性

難燃性

性能劣化

取付作業

リペア作業

〇

〇

〇

〇

△（熱劣化が⼤きい）

×( 塗布・はみ出し）

×

〇

〇（荷重に依存）

×

〇

〇

〇（ネジ⽌め）

〇

グリス GraphiteTIM



① 低熱抵抗

③ 取り扱いが容易

GraphiteTIM の特⻑

② ⾼信頼性

参考︓実装後の熱抵抗値イメージ

熱伝導の異なるグリスとの熱抵抗の⽐較 
（グリス厚み 100 μm の場合）

ポンプアウト試験    ヒートサイクル（-40⇔100℃）

グリス同等の低熱抵抗を実現可能 ポンプアウト ( たれ落ち等 ) が無く特性変化が少ない

測定装置︓
TIM Tester（ANALYSIS TECH, ASTMD5470 compliant）
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熱源側 Plate

ヒートシンク
従来品

（PGS 100 μm）

熱源側 Plate

ヒートシンク
GraphiteTIM
隙間なし

隙間

at 600 kPa

◎熱抵抗⽐較

圧縮量が⾼く発熱体と放熱体の隙間の発⽣を無くし、
熱抵抗の低減が可能

従来品
（PGS 100 μm）

GraphiteTIM

・ GraphiteTIM 使⽤の場合は、 塗布⼯程は不要
・ ⽳加⼯等のカスタマイズ及びリペア作業が可能

端⼦ モジュール
グリス

ヒートシンク

GraphiteTIM
パワーモジュール適合

GraphiteTIM 検索ツール

https://industrial.panasonic.com/jp/products/pt/pgs https://industrial.panasonic.com/jp/soft-pgs-cross https://industrial.panasonic.com/jp/ss/technical/p4
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* 厚み 100μm で計算した理論値

サーマルグリスの課題を
GraphiteTIM で解決

塗布には多くの⼯数がかかる

作業⼯数の⼤幅削減

トータルコスト削減

〈グリス〉 〈GraphiteTIM〉

シートを置くだけ




